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第十ll二回日本外利率合評議員曾傍聴記

天馳使

日本外科事曾の評議員曾は例年の通り型・曾の前夜郎ち 3月31日の夕方から開催されfこ、

向席者は 8,90人てず叡めて盛舎で、あつf二、議事l土凡そ毛穴の4項が主なるものてあった。

1。 次回開催地の件

次回開催地に就いては内科が外刊と無交渉で既に名古屋市に決定しにと云ふのでそれに

追従し度くないと云ふ様な所から妙に議論が山て、或は北海道に、或は新潟に、或は京都

にと云ふ設がtHt二。殊に北海道設に向つては地元の柳教授、秦博士からも交々勧誘談があ

っfこ。併し土地が飴り遠隔であるにめ議容易に決定せす、名古屋の務肱教段の如きは「先

づ次回の曾長ぞきめてからそれに従って開曾地をきめにらどうか」と言ふ椋な設をもtHti 

れに。

それで烏市教長は事面倒と翻じfこかさ欠の如く述べられナこ。 iTく『濁逸にては毎年「ラング

ンベ、ツクハウス」で外刊明曾が聞かれることに定って＇＂；－る様に我園でもいっそのこと今後

原則的に旬q三東京で聞くことにして、やがては「ラングンペツクハワス」に匹敵しにものを

東京に建設するようにしてはどうか、何午一度位全闘の外科醤が点京に集りてもわるくは

あるまい。遊山気分で開曾地を彼方此方へと持ち廻ることを止めて、明・曾から全然そんな

気分を除くよJiにした方がよいと思ふ」と。そこで開口教授がすかさ六歩「それなら来年カ、ら

早速共の遊山気分を止めでは如何」。烏潟毅授「大賛成」。そこに三宅教授もll専来に於て日

本外科事舎fij¥＂の也立を賛成されに、そこで・茂木曾長は東以市説を曾員に問ひ多数を以て明

年の開催地は東京市に決定されに、これで先づ明｛I＇・以後の開催地吉原則的に東京市と云ふ

ことになった課で＇ JJる。開曾地が北海道とか、九州、！とか、新日Jとか、名古屋とかでなけれ

ば共の土地の外科曹は一生一代曾長になれぬと限った韓でもないから、開曾I自が東京でも

心配御無用と巾すべきである。否、却て共方が曾長の決定にもうるさいことがないであろ

フ。

2~ 次回曾長の強選。濯阜の結果東北帝聞大事開口蕃樹教授多数で営選されに、そ欠勤＼は

九州帝国大型の後肱教J号、赤岩教授の順n；であっfニ。

曾長になっfこからとてそれがなにも名~I手と考ふべき程のものでもなし＼まに曾長は軍な
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る飾物でもなし・、真買に壊舎を支配し指導しτ行くべき買力金持った人物であるべきで

あるから必然的に現任大型i教授（帝大でも軍科大接でも）又はそれに匹敵するもの（陸海

軍曹事校の教官）の中から選定すべきである。製術最高の府fこる大事叉は較室会退いfこ

人はどうしても日進月歩の事術から遠ざかるものと見ねばならぬから此の様な元老連の中

から曾長を押し立てようとすることは今後は見合せた方がよかろう。強て曾長にしなくて

も此等の人々に敬意ぞ友する方法はま花津山ある。元老連も亦曾長などぞ辞退するがよ

3。 次回宿題の件

茂木曾長の報告する所によれば下久： 1111 に~＇題報告をさせて呉れ』と云って突の様な人々が

次の桜な題で早くから既に曾長にr11込んで店ったとのことである。 fjpち loU/i，晴、（北海大

翠柳教授） 2。食道外科（千葉醤大瀬尾教授）がそれで、含場で白騰しfこのに京城小川教授

の腸閉塞があっfこ。

これは買に驚き入った事共である。従来は「宿題報告をさせてIJ~れ』と 言って評議H曾ぞ

聞く前から務め曾長に私的の申込をしτ置く杭な人は皆無で、あった。従来では評議員曾の

席上で曾長が「次回の宿題に就いて御意見を承り度h、」と述べると「A氏はイ11Jぞ研究して居

って大分研究も進んで‘居る様に見えるからそれを病題にしたらどうか」、「B氏は多午何ぞ

やって居るがそれをやってもらつにらどうか」と言ふ様な風に評議員中の第三者から理由

をつけて推薦する。さうするとA氏や B氏は互に未熟の放を以て譲り合つ仁ものである。

其中に元老連の2,3が「明午は兎に角A氏に御願ひしてはどうカ、」と言ふ様なことから曾長

が更に全韓に賛成を求めると言ふ様な形式で宿題が決定したものである。今回の杭に開曾

前から吾勝ちにそしτ私的に曾長まで雨i以て街題報告をさせて呉れと日ふ椋な申込みなど

をした者はなかっfご。 l免近の世態人情が此の憾なニとにまで反映するに至つにか。さても

さても。天馳使などは此の下界の有肢に傑然として肌の寒きを究えた。

柳教授の哨息、 1j、｝, ，教授のIJ);j閉塞な どに就ては従来の研究殻表から推して宿題報告者と

じて護言の権利は多少ある、併しそれにしても自分自身の口からj!J!;べ寸こり或は前以τ私的

に曾長へ宿題報告などぞ申込んで置くべき筋合ではあるまい。東大盤田技J乏の所でも腸閉

塞のことを研究して居るし、京大の伊藤教授の所でも哨，日、の外科的療法を研究して居る、

此等は周知のことである、併し此等の教室カ、らはfi']題報告をしfこいと言ふ悦な申込は前以

τして居らぬ。

もしそれ瀬尾敬按．の食迫e外干：Hこ壬りては従31ミ何らの研究あるを問カ、i'・まfこ稜表も7

之に反し京大外科では1925年β1、降卒｝I罪開胸術に開聯して食道外科に就て臨床例の護表が日

本iまカ、りで．なく外闇文献にも出されτ居ることは知れ渡つて居る筈で‘ある、併し前以て私
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的に曾長へ申込んで宿題報告ぞさせて呉れと言ふ様な厚カ、ましし、態度は決して取って居ら

ぬ。

此時鳥i£J教長は『食道外科の問題に就ては京都の教室でも数年前から多少づ、やって居

りますが向ふータ年では材料が不充分かと考へられますから明後年の外科撃舎の宿題とし

τ本年から決定しτ置いては如何ですカ、』との説ぞ出されたが、それlこ針し瀬尾教授は何

か激昂し大様な口調で『明年でも何がわるいか、明年にけのことをやればよいではないか』

と述べられた。鳥潟教授は之に針し沈賦されに。

評議員は 8,90名も集って居ったらしいが熱心に宿題を選定する様な墜術的気分を示さす‘

一切さ欠田舎長に一任すると言ふことで次の議事に移った、こんなことなら評議員は何人日

つでも木像よりも悪い。

附記。開曾第 2日になって次回曾長が閉口教授に定まり、開口毅授から烏潟教授に向って『食

遁外科の宿題~明王子の製舎で京都の教室でも受持って貰はれぬか』との相談があり共の結

果明年の宿題及び指賞者は次の如く決定しfニ。

1、 哨息の外科的療法 報告者 柳 敬 授

瀬尾教授
1、食道外科

報告者 大 津 助 教 授

今度のことに鑑み明年以後は「宿題の選定』には突の様な鞘ぞ考慮：せねばなるまい。

第 1。府題報告希望者或は宿題報告の推薦を評議員曾開催以前lに務め募集すると言ふ方針を

探るならば共旨を曾長から前以τ評議員一般へ遁告すること。

第 2。第 1の方針で無し、ならば曾長は私的の交渉などには耳を併さす評議員舎の席上に於τ

始めて宿題の申込みなり或は推加なりを受け附けそれの詮術ぞ邸時評議員舎に附すべきこ

と。

第九評議員曾は宿題の頭、還をもすこし』鴎重に取扱ふべきこと。自Pち曾長の選率と共に宿題

をも投票で決すべきこと。

第 4。杭題報告者は共の宿題に就ては従来既に多少の研究質表を鵡し居る者fこる可し。

今までそれに就て何等の研究をも殻表せざりし者をいきな り宿題搭首の資格ある者と

嬬すべからす、

これは撃術を牟重する感曾の首然の義務であろう。 『私に此の宿題を報告させて下さし、』と

懇願しτ来さへすれば従来何等の研究も報告もして居らぬ誰彼れをで‘も掠月jし、そして－

1iには多年その問題ぞ研究して既に一定の報告を出して居る者を全く不問にするカ、或はそ

れを後廻しにする様なことは嬰術及び皐者を敬重する所以ではあるまい。

第 5。一つの宿題の櫓首報告者は唯 1人fこるべきこと。
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これも亦充分’｜員Tfi:に考臆されねばならぬ問題である、同じ宿題で同じ方面で同時に 2

人、3人の推賞者があっては臨床的材料の集め方や取扱ひ方で報告者共は非常な苦持ぞせね

ばならぬことがある、それが結局落ち着いfこ静かな研究護表ぞ阻害することになるであら

フ。

附記。此の記事ぞ認めるより以前4月11日の目附でf小生事「食道外科」ぞ措首致すことに

相成候に就ては此際患者を選って呉れ」と言ふ様な依頼献が既に瀬尾教授から全国津々

jf日々へ護迭されに様である。そわに針しては『営方でも食道外科」の宿題ぞ櫓官して居る

から此際患者ぞ選って下さい』と京大の教室でも依頼肢を出さねばなるまい。まfこ共他

の方法で『京大切教室では数年来から「食道外科」に着手して多少の成績を牧めて居る』

と言ふ枝なことを江湖に知らせて患者ぞ選ってl’fふ上の信用ぞ高めねばなるまい、そう

すると他方でも亦fこ何かの針策ぞ講すーることになるであらう。うまれ一種の本家争ひ

の棋なことになる。此の様なことが型術の健全なる設建の震に果して良き事であるかど

うか大に疑問であろふ。

4。三宅名審教授奨畢資金の件

三宅名理学教授が外科接合へ寄附されfこ奨皐金一寓園の利子を如何にすべ‘きかと言ふこと

である、此件に就ては強め茂木曾長カ、ら一つの試みとして過去一少年内に於ける日本外科

事曾雑誌所載の論文中優秀なもの三編を濯びこれに賞金として呈すると言ふ案を評議員曾

全障へ遁知しあったがそれが寅際は貫行難に陥り選定の首不首は別として、とにかく推薦

して来たものが評議員の 3分の1にも建せぬ位であつにといふことである。それで茂木曾

長は此の事情ぞ陳べて評議員に「此の会を如何にすればよきか」を尋ねに。その時京大伊藤

教侵『私の考へでは優秀の論文に授賞することよりも宿題措賞者へ研究費の一部として

前以て進呈するがよいと思ひます』と述べられた、「それがよかろう」との聾も 2,3聞えた、

茂木曾長は九大の後藤、赤岩雨教授の意見を求めた「矢張りそれがよかろう」とのことであ

る。今度は曾長が鳥潟教慢を指名して意見を求めに。日潟教授日く『一隅優秀論文に授賞

すると言ふことなどは小供らしくて患なことである、伊藤教授の設の様に宿題提官；者の研

究費の一部として準呈するのが一番有効な奨製方法かと考へます』。併し評議員の元老料、の

中には『これを受けるのは非常に名容なことであるから殿前な儀式で授賞し7こ方がよい、従

て研究費の一部として前以て興へ？に栴題が情んt：：時に共揚で輿へfニがよい』と言・ふ人も

あった。結局それに決定しτ本年の宿題報告者から寅行することになっ仁。

優秀論文へ授賞すると言ふことは内科事舎や共他の与1曾でも随分と彼方此方でやって居

ることではあるが併し審委員がどんなにゑらくても優秀な論文などはそんなに’i｛易に判断

され得るものではなし、。それでト大抵は授賞を東西南北四万八方へ一年勾．にf散ら播くと言ふ
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校な五組f谷なことになり勝ちのものである。日本外科E堅曾の先，児者が此の賠を見抜いて後

れ走せなる月並的の授賞．抄

それで．奨t塑の目的を珪－すると言－ふ新機軸4甘建てfニことは流石に時務を知るの俊傑4診網羅φ し

て居る日本外干l皐！曾で‘あると rti2ねlぎなるまい。併し病題報告を桝ませfこ際に、共時に『御

褒美としτ下さる」と言ふ様な形式では共の金は謬術研究の嬬に使用されるよりも多分慰

持金とか、宴曾とかに使用されるではないかと！店念される、それであるから異に事術研究

の嬬に此の金を一銭と雌有用に使用させるfこめには柄題捨吉；者にが1以τ贈呈する方がよい

と思ふ、老人連は兎角授釘fごとか、大名f’Nごとか、凡て俗世間的に堕4桁及び撃者~取扱ひ

fこがる癖があるけれども、それは高々中・事生迄位を教育する揚合の仕方であって、決して

震のt望者を待温する所以ではない、 ryjfドからは此の奨里担金を布題報f'j-{Iへ研究費の一部と

して前以て~rtMーする ことにしたプJ・がよかろう。

これで重要な誠事が情んfごが茂木曾長は本:r1：は特別講演として近藤名者数授に『本手llに

於ける外科阜r議述の回顧』と言ふ題でお願ひしてあっfこが御病気であるので田代名群教Jそ

が代って誹演されることになっfこと報；1；－するや鳥潟教授は「此の械な歴史的の回顧談は奥

峨深いもので自分も是非聴聞しfこいと思って居る 1人であるが併し問題そのものの性質か

ら申せば日本外f4-墜，舎の特別講演として採用すべき限りではあるまい。吾々が先年来各教

室からの出題をーか二つに限定して且っきりつめに時間で演説させて居るのは何の嬬であ

るか、それは原著研究（「才 リギナル_I）の護表及び十分なる討論の鵡で・ある。共の様に貴重

なH寺聞を「昔噺しの様な閑談」でつぶすのは墜舎の方針に一致せぬ様である。今度にけは仕

方がないが今後此の様なことを繰り返さぬ様にせねばなるまし、』との民意があった。之に

到して名古屋の出拡救段は「歴史を知らねば買の護達は出来知的、云々』と説カ、れfこ。併し之

は見詰遠いの討論であっ仁、烏潟教授は『此の様な誹演は無用fご』とi!l；べられfこのではなく

て 『日本外科墜曾の特別講演として取扱ふべき程の ものでは1fl~~ 、』と述べられfこのであっ

fこ。此の棋な別種類の御話しは文孝で読んでも講談の肢に面白く 前める ものである。

それから最後に評説Hの教が百名とあるのをもっと増しfこらどうかと云ふ相談が曾長カ、

ら持ち出されfこが賛成者が孫であった、評議員はむしろ 目下の半分位に減じてl~ ！－t り公 ＇I、

無私に製曾の他全なる護遠の鵠に臆面なく意見を開陳することがよF議員の長務であると自

覚して居るねな人（まかりぞ湿り出した方がよかろうと思ふ、 3ク ｛＼＇・積けて評議員曾に依席

すると評議Iiを止めさせると言ふ評判があるのでなかなか11'.f(,flに出席する様ではあるが

今後は併し何年結けて（I:'＇.席しても ・！.＇.曾の扇になるねえな意見を一度も吐露ぜぬ様な人は評議

uからオミットする机にしにらよかろうと思ふ。孟干r--1＜故固とは喬木あるの謂に非すさ寄与

臣あるの謂なりと。共通り日本外科製曾も 30年以上の歴史あるが放に貴しと帰すべから
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-t・、IE義正論を主張する曾員の多きを以て誇となすべきである。 評議員に列する者よくよ

く三省して卑屈に陥ら令騒慢に走らす‘壇－曾の震に誠を喝して以て諌を納るべきである。天

馳使は天空から評議員全植の畳間！をl叫ぶものである。

第－tll二回日本外科準舎第一日漫評

青龍万

A今年の外科書基曾は東京帝大の法製部教室で‘聞かれた。少しく庚過ぎた嫌ひはあったが、

明るく落ちついて居て気持がよかった。それにつけても猫逸の外利息曾に於ける Langerト

beck-Virchow-Hausの様な濁立の曾場が臼木の中心地に建てられて今後の製舎は凡て共

鹿で行はれる様になったらばl撫かし素晴しい事であろふ。何年かの後には是非これを寅現

させたいものである。

ム曾長茂木蔵之助教侵は三日間終始座長席に在って徹底的に撃曾を主宰しτ居られた

が、その持は大いに感謝さる可きである。 曾長7こるの自費と能力とのある者は首然斯る行

鵠に出つ可きである。五六年前までは「何Ji!.:は－て：日間寸時も曾長席を去らす、名告とを濁占し

た」と言ふ様な意味で門外出が悪口を言ったものであるが寅に今昔の感が起る。

感舎を主宰して行く能力の無し、者が誤って曾長に推されると得て曾長席を他人へ譲りた

がるものである併し今後はその厳な無責任な者は決して曾長には首選すまいと忠ふ。向（;i

茂木曾長は、追加、討論者の姓名を必T尋ねて、その返答をf＇.｝てからで無くては護言を許

さなかったのは誠lこよい事であって、此の善い習慣はJI寄来とも持積 しτ行きf二いものであ

る。

併しもっとよい事を言ふならば討論追加を希望する人は紙片へ姓名を記載して曾の記録

掛ぞ経由して曾長へ遁じて置く方が夏によいであろふ。多数の曾比の居る~：席の中から彼

方でも此方でも鉢ち合せ的に同時に起立してほととぎすの肢に姓名ぞ叫んでも時には曾長

が見逃す揚合もあり得る。

討論追加者が前以て紙片で姓名を通じて置けば曾長は第一何回も姓名を聞き直さなくて

もよい。第二まにそれで護言者の順番もきまる誇である。これは此次の曾長の御参考迄に

述べて置く 。

それから一つ討論者が自席で曾長の方へ向って護言しfこでは後方に居る曾~iには聴き取

れ封印、から矢張り演壇に上って曾flの方へ向って護言する様にした方がよいと思ふ。さす

れば自席に突き立つ主デタラメな討論をする人も減歩るであらふ。

A第一日の演題22、追加5、合計28遍から、自分の頭に建った感じを此嘩に書いてみ様
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と思ふのであるが、貴重なる業蹟に向って悪口ぞ申す所在はさらさら無h、。妄言多罪は強

め御断り致しτ置く次第である。外見は蛇の舌に見へるかも知らぬが内心は併のつもりで

ある。

4，腰惟廟酔高虚適用法の一考案

満洲聖書大子山外科 長岡英夫

咋年の本曾席上で大連病院の本付君が同じ持な題目ぞ述べて居たが、本演者のものは脊

酷；夜会多量に 20.0耗探取しτそれに「トロパコカ fンJ;z..溶解し、それを脊髄院内に注入す

る丈で、安全に目的伝達すると戸ふのであった。之に針して、多数の人から追加、討論が

あったけれども、木村敬義博士は一度に多量ぞ注入せ歩、に 2.0沌宛抜いては入れ、放いては

入れしてそれル繰り返へすとだんだんと方迄麻酔が進むから此の方法がより著いと司品、fこ

がこれは一理があると忠はれる。まfニ腸管麻停を伶ふて居る際の開腹衡にはこの方法を用

ゐfニカがよいかも知れない。イriJとなれば、高位腰機麻酔が、腸管嬬動を促進せしむるに大

いに役立つ事は京都府大成田教授門下の仕事でも明かであるからである。

5.毒事j傷治癒機轄に闘する生物事的考誓．

北大柳外科 奥田義正

創傷治癒蓮 ）］ を事〔製的に表はし、定IJf~i台癒に及iiす各種食物の影響を研究しにものであ

る。脂肪の多い食物を揖取すると創の治りがわるいと言ふ民間の説会立謹せんとしfこ所な

どはーす忠ひっきである。創i姦治癒経過を数製式で向しfニ事は演者の創意で‘はなく、可成

り古くからあるのであるが、京大勝J良君の追加にもあった様に、同君も演者と略々同様の

式を得て、既に昨年の日本？卜n賓l歯猪子名春教授古稀I祝賀記念競に護表して居ゐ。

Carrel, Dehellyなどは(19]7年）此の創面治癒の曲線中に於て水平却を示して日らなかった

が1921年には Carrelはそれぞ L'ltenzstadium と僻して居る。藤波君も明白にそれを認識

して居る。そして共の原悶を『エピテル細胞の克疫獲得に必要な朋間である』と説明して居

る。従て創面に更に高度の感染が費生すると此の水平部（創面治癒の停r帯自IIち潜伏期）が再

三出現する或は全身乃査局所の皆差益に異！U~を来しでも此の水平部がまた同現すると設いτ

J,1; Jら。

奥田君もまれ出；r.良君が記載した如き水平部を認めて居るが勝ill君の質問に針しては共の

殻生の意義令少しも免疫製的に認識してJ,1；らぬ様であった。併L寅をilふと化膿に暴露さ

れて居る開欣創がf11J此に表皮細胞の新生で次第に治癒して行とかとの考祭に針しτは是非

共「 ~h:Jを不問にする詳にはnか心。全身替養不良などの他の原因の無い3皆通の揚合の表

皮新生機陣の経過中に於ける此の＊卒部は印ち表皮細胞の免疫獲得に要する期間であると

いふj体浪君の説明は面白いと忠ふ。
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創面治癒経過を今後立轄的立揚から算出する方法を速く生み出しfこし、ものである。

某氏が創傷治癒力の遅速と PH~云々されて居fこが、此塩で一考しにい事は、治癒力の善

悪が果してその創傷内芽の PHの鐙化に原因するのか、或は PHの鐙化はその治癒機持の善

悪の結果であるかを明にしなければならない事である。煙突の煙が四に流れて居るのは、

東から風が吹いて居るおであって、決して煙が商に流れた結果、風が東から吹き出したの

では無いのである。尤も結果が夏に原因になる揚合も無いではないが併し大抵の揚合には

原因と結果との錯誤、前と後、左と右との順序の錯語をせぬ様にせねばならぬ。それを確

にせぬと診断、治療等が飛んでもない事になる。

例へば Pnを境へれば創傷は治るとか、石茨分をやれば結接が治るとカ、盤酸を興へれば

骨痛が治るとか言ふ~J；.になる。とどのつまりは測候所の屋根へ上って矢を東へ向ければ風

が東へ吸くといふ様な事を主張する様にもなるであろふ。因果関係をごちゃごちゃにして

居る向ふ見i'・の研究者は大に注意すべきである。

6.追加、 或種の粉末重湯と従来の重湯との曽養債比較に就て

慶大外科百渓定七郎

手術後特に胃腸の手術後病人に用ふる食物に就いては、頭を悩しながらも、慢然と従来

の非製術的な食物を使用して来て居るものが可成りに多いことと思ふ。然るに演者等は此

の黙に意ぞ用ゐて、各種の食物を迂より、種々比較の結果、特殊の霊湯をi主りあけて優良の

効果を得fこ。これは誠に臨床上有主主な報告であったa 筆者は、外科畑に於て皆養の研究が

もっともっと討究されなければならないと多年考へてゐるものである。つまらぬと思はれ

る事の中に大切な事が含まれてゐるものであるから重湯の事位として艇んすゐ人があると

すればそれは不心得者である新しい研究は俗人の所謂大小（？）の匡別なく尊重すべきもの

である。

12.進行性淋巴肉芽腫の病原に就て

岡山瞥大泉外科橋 本 享

興味ある臨床上の一例報告であるが京大苦手野君も此によく似に臨床例そ追加しに。同君

のものはグラム陽性の讐球菌に依るものであったが、向ほ詳しい細菌・撃的機賓の護表をほ

しい。

15. 宣道下部及び噴門部癌の人工集腹法によるレシトゲシ診断

千葉磐大瀬尾外科中津美志郎

演者等は同気腹法に由るレントゲン像に基いて、食道下部及び噴門痛の位置、浸調の程

度周圏臓器との開係を知り、それに依って開眼か開胸か何れから行くかを定めんとしたの

である。人工気腹法を用ゐfこ事は何も珍しい事でないが之を問、食道部に用ゐfこのは淘に
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よい思ひっきである。然し、此の際大津助教授の追加したZJ王座開腹開胸術に依って該部に

j_i ·j－る手術こそ記t（~さる可きである。演者，古一の法にイ火り、 nr！司 rn；よ

い fことしても、食道下部腫蕩の摘出に首つては結局胸！庇1•HIJ＇；：を同時に同一手術野として聞

かざる会得まい。大津助教授と瀬尾教佼との聞に討論が繰り返されてゐfこが、それに闘し

τは後で少しく批評会試みるつもりである。

16.追加、 腎臓水腫の成因に関する研究

熊本~大萩原外科 主主 胡 ；品男

輸尿管狭窄を種々の程度にiil る自家考案の方訟を面白いと思ふた。なほ腎l~リ血行の増加

と腎水腫成因との除11系を述べ・て居fこが臨床的所見と合すると誠に宜なる結論である。此人

は業杭のまとめJJ・がよい人で－後＊イj望な研究家で、あると思はれた。

特別講演「吾輩の助手時代走語る」

名将合員 同代 .iii j忠

本年は曾長の笑として外科r~~界の元老に坐談的にー揚の昔語りをしτl’I う fこの1：：。 1象定

の近）悠博士iゴが病気で‘旧代博士が1ーにつて、そのかみの助手時代の物語りを種々と「ユーモアl

を入れながら乱州切除に就てのスクリーパ先生の r－術振りと佐）J~~三古〉七生のそれとを比較

し仁り共他種々な面白いことを語られに。伊勢の岡から遜る々々とやって＊tこ忠者が大き

な風呂敷包を頭へ上せてJ,1：るので「7ア荷物を下ろしたらどう fご」と；＿＿；－つにら「これがね

の病気です」とあってIE慨を見るとE大な脂肪腫であったなどは徒然草からでも抜けだし

て＊tこ様な面白い話であった。 W＊市で血を拭ってそれを大瓶でずプダプと洗ってまたすぐ

使用しf二事やらメ ツヒル類の柄は何れも木製で・あったがb、つ頃から全部金属になっfこかも

知れぬなど取り々々に面白い、併し名古屋の蔚藤教授のJ:Hまれfこ肢にそれを知って置カ、ね

ば日本外科の今後の進歩が国自ffti程の事柄では無論ない、全臨としては何底から見ても好

ん宣告のー揚の茶話しであるのは~fl＇はれない。勿論それでよいのである。

その後で、れ以三吉博：lて、 三’む博士なども ~NW されて、 ii'fι集として「クロールカルク」

をも使用した·］~やら l喉頭切除の際i二トレンデレンプJレク’の策作「力一ユーレ」の周闇を、空

%で膨らせfこ「ゴ’ム」球で充塞する代りに「ガーゼタン 4、 ンJぞ始めて行つfこ·］~やら「へ Jレニ

ア」の手術は除杭後iこなっτからやった1J~などぞ語られたのだが、孜々はその昔話りをも

っと深山聞きたかった。張りつめた！tHfLr演説の後に、礼分ノ佐和けるな味で・rifl；かに批rmのi賃

値の充分にあるよい思ひ附きである。只元老j主が結論として「その’，：：：;iq：：日本でやっτ居fニ

ことが、濁逸と具ふ·］·；が的んど無かったから、日本外fl ・引の_;it~yは濁逸に負けて店なカ、っ

た」と言ふ事を繰返へし；／）説して町られfこが、濁逸外llの進歩（他人の物）をそっくり共佳日

本外科の進歩（我が物）なりと心1＇.｝.てJ,1；られるから面f’lい、齢をw:ねるとこの係に自他の匝
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別が無くなって他人のものでもみんな自分のもの、様な気になるものと見える。官時日本

でやって居たことが凡て日本濁高ljのものであれば自慢にもならうが、なにがさて、凡ては

濁逸模倣の時代で・あったの花。つまり此の時代は上手にそして早〈濁逸外科を真似んだ（皐

ん花）と言ふ事t：けが非常な自慢自負の種であつにのである。併し我が園に於ける濁逸外

科模倣の寅況が此等の諸先生によりて眼に見る様に今の若人に示されたことは時に取つて

の一興であった。それはそれとして何年後になつにら、何人の口から虞正の日本外科の準

歩が回顧される事であろふか。これを思ふと蕪然fニらざるぞ得ぬ。

〉〈 × × 

x × x 

Jミ母島曾が年一王子と盛大になって行くことは我々曾員の大いに喜びとする所である。易経舎

に遁加、討論の多いのはその曾員の研究慾の旺盛を物語るものであって、第一日の如きも

仲々賑ふたのである。然し追加する人を見て居ると毎年殆んど閉じ械な人である事は考へ

を要する事である。それに、毎年同じ事寅を何かと言ひ出しを姉へて追加する人がある様

であるが、これなどはその人の著書問の準歩の停退を物語る以外の何物でもなく、斯る追加

の掲の追加は今後止めに方が良いと忠ふ。

ム撃曾は紳聖で真面白でなければならないのに瀬尾教授の態度には一同もあきれた。大

津助教授が卒座開胸術を述べて遁加しfこのに針して瀬尾教授は一種侮辱的の態度で下の如

くに述べf二、『君等は数年＊から卒座間胸術を喋々するがそんな事は自分は既に 20if.前に

やって居る、併しそれでは（手真似をしτ）縦隔賓劃j揺が起ってだめである云々』

百ひ も五ーひたり。よく併し思曾の席上で臆面もなく此の様なでたらめが言はれfこもので

ある。研究費表に謝して相互に敬怠を表し合ふといふ様な謬者的の態度は微塵もない、全然

「ペランメー」式である。一関何とし、ふ醜悪きであるか。丁度悪太郎が三三里土とに針して

『何でk、！林檎の落ちるなんざあ才 fラ疾くの昔から毎歳見てらあ、併しそれはいつもオ f

ラが棒で叩き落すからt：、重力なんかてんでだめでい』と言ふ様な ものである.20年自，jjに平

座間胸術イ並行つfニと言ふ唇の間から引続き縦踊賓の動揺径云々する践では瀬尾教授の行つ

1ニ卒歴開胸術といふのは多分肋骨切除ぞやりそこなって肋膜に孔でもあけた技術（？）の事

を指したのでもがなあろふ。大撃にして此の教授ありむしろ欄殺に値する。

それから同氏が追加した食道痛の手術で「包み込み法」なるものはずワエルプルツフ氏の

法に週ぎない。腫蕩が癌でーあったかイnJであっfこか謹擦もなし、切除も出来て日ない様な子

。1；だましの例が幾つあってもそれは食道外科でも何でもなし、。胞の中から胃壁ぞ縫ひkけ

てそれで臆寝が壊痘になったと橋して居るのだから罪は無いn ともあれ食道下部及乃至噴
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門上部の手術が腹腔内からばかりか或は胸腔内ばかりから出来て卒座開胸開腹術は無！日と

言ふ事が確められたらさぞかし面白い1)＼であろふ。

ム首日は三宅将奨・堅金授奥式なるものを奉行する事が「プロクA ラム」中に掲けてあったが

評議員舎でそれぞ鑓夏してしまったので畏輿式は行はれなかつにつ大酷、事問f従て墜者）

を取り扱ふ事競馬の馬の如く考へ、論丈に等級をつけて賞金を輿へゃうとした試みは無意

識であったとしても貰際は墜聞や撃者や侮辱し様としに試みで‘危い事て、あった。蝿や蜘妹

ぞ無用fごと罵った貴公子が却てその御蔭で一命ぞ全うした話もあるではないか。授賞され

fこ論文は後年却てつまらぬもので、つまらぬとされた論丈の中に却て絶大の買理が含まれ

て居ぬとも限らぬものである。外科墜曾員中の二、三の者が審査委員になって撃者面をし

て岨が下等だの蝶が上等だとのとあって授賞沙汰を護表する様な事にでもなったらはそれ

こそ神聖なる外科撃曾の永久の恥晒しであつにであらう。思へは寒心すべき危険な事であ

った。此溢で青龍刀は本年はーと先つ鞘に納まる。

第叶二回外科挙舎第二、三日傍聴記

山 i去 市
巾

h
H
H
V
 

23.腹腔内暖牧に就て

東北帝大関口外科佐藤義房

従来吾闘でも相官；康く研f先せられに問題だが、共多くは吸牧速度に開するものであつに

かと思ふ演者は主に吸牧道に就て若干の新知見ぞ得ーにものである。青山教授も此の問題を

研究しにことがあるのであるから此嫌な揚合に討論追加をして貰ひfこかった。

24.腹腔内に治ける液韓の鐘散移動に就ての賓験的研究

藤 田 登
京府大横田外科棲井推：四郎

敢年前の本舎で穿孔性腹膜炎の手術が問題になっfこことがある。首時は甲論乙駁であっ

fこが兎に角今日では出来るだけ早期に手術すべ‘しとする人が一多い様だ。

此の如き腹膜炎の際に先づ第一温熱と寒冷と何れがよいかといふこと花けをでも各方面

から準んで研究し確定的の解決を得fこら面白い事であろふ。

27.腹腔の局所性自動克疫に閲する賓験的研究

熊本留大萩原外科西郷一幕

腹腔内手術後の最煩ほしい合併症のーは何と言ても腹膜の感染である。此を局所発疫的

操作で一定度まで防止し得るとすれば、共得興する所決して些少でない。演者は共可能な

ること此に此目的に向って「ワクチン」よりも「コクチグン jが遥に優れて居ることを科

墜的に立誼しにもので、あった。局所に作用させに発疫元が局所性にはどの様な現象や作用
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を示すかをも更に準んで追及しfこらば面白かろふ。これは今後の研究に待－つ。

青柳君は面白い臨床例を追加した。それは食道手術の嬬に胸腔腹腔ぞ同時に聞いた忠一おこ

で胸腔t：けに連萄混合「コクチグン」を注入して置に所、術後8日日に不幸にして患者は

死亡したが剖検によって腹腔には著明な腹膜炎が起て居fこにも拘らす、従来、特に感染し

易いと考へられて居る肋膜にはM等感染性の費化ぞ認めなかったと言ふのである。こんな

事買はfニジの 1例でも捨τ難いものである。

腹膜炎防止の目的で三宅教授が以前に「ヌクレイン」酸を使用された事が褒表されに。

これは矢張り喰菌作用を高めるものである。併し其後の研究護表は絶えて無い様である。

28.急性腹膜炎に劃する大腹菌「アシチヴイルス」の臨床的慮用

岡 山留大津田外科津田誠弐

ペスレドカの提唱による「アンチグ fJレス」を種々の時期の晶様突超炎手術に用ひた面

白い臨床経験で、此物質が腸管の嬬動を充進する作用をもつことぞ謹明した咋年の報告の

繕績と見るべきもので、あつに。

演者の「アンチグイ Jレス」は陳奮の肉汁培養から菌臆ぞ除いてそれぞ100度で1時間煮沸

しfこものである、如何なる語でその様に煮沸するのであるか、如何なる諜で生態の液を使

用せぬのであるか共の語を知りたいものである。

此の費表に針し烏潟教授は共有効f'i:用が果して「アンチグイルス」と命名された特種の

物質に障すべきであるか否かの操り所を尋ねられた。従来知られた以外の新らしき特種の

物質の作用では無いならば「アンチグイルス」と日ふもの》提唱は意味を嬬さ歩それは主

として「コクチグン」の作用に闘すべきものであろう所謂「アンチグ fルス」の作用から

「コクチグン」の作用を取り除いたものが異質の「アンチヴイルス」の作用であろふ。今後

の研究費表が見物である。

山法f:ijiは演者の異撃な皐究的態度をたのもしく思ふ。答論も返答；もこれは模範的であっ

30.手術的糞凄閉鎖の一新法

慶際大撃木村 博
藤 原 道 純

演者宅の新法を長い皮下痩孔ぞ合併せる結腸糞痩の閉鎖、に庭用することは或は困難かと

思ふが比較的簡軍な操作であるから機曾ある毎に試むべき方法であろう。此の様なことぞ

考へ出すのは奨働すべきである。

35.肝機能と買癌切除術の成績

谷 口 健 康九州帝大赤岩外科
葛原輝

胃癌切除の後に何等特別の障碍守護明し得ないにも拘らす、著しく輯力の恢復が遅延し、
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或は時に死亡するもの〉ある事は筆者も久しく痛感する所で、演者が此の謎の解決に限を

向け、カ、、る患者ぞ術街lに7象知するーの指標を示しにことは誠に敬服の五である。 gpち血

中の乳酸量が30iリ瓦%以上の時は肝機能障時のほで致後不良とせらる、のである。此核

な研究結果は各臨床で追試して早〈共のi買値を決定するがよいと店、ふ。日本園内に外科の

講座が何程津山あっても他の業績の追試を忌む同では撃術は準歩せぬ。此報告などは今度

の墜曾では買に出色のもの？ごと忠ふ

37. 胃癌切除術式に関する検討

千葉瞥大高橋外科鈴木五郎
中村喜．軍

i!if者苛は軍に犬に就て術式を練習しにもので1患者に就て行ったものではなかった。従て

年来人聞に就て手術をして居る経験家から質問をされて逗咋に困却しfこ肱な態でめっ仁。

まfこ演行のj主べ？こ術式は演者自身が認識すると否とに不拘・既にチヤ Jレス、メ 4ヨウが貰

施しにものに過ぎないことは大海宮城雨君が指摘しfこ通であって、山法師も既に幾例かの

経験をもって居る。共後に法；f:l尾教授が飛び出してメイヨウは併し「ノル...，.）レメートデ」（正

規手術l としτ1~けては居らぬと抗掃された。これは併し問題外である湖尾氏はよく問題

以外に奔逸して読簡を弄する人である今後注意されたがよかろふ物夫ひになるから。円癌

切除術式の一つの方針は切除の範園は従来慣行の陸とし、術後の胃内消化をH~＊ る t~.＇け生

型的の範固に（輩に時間的に？ごが）近からしめようとするものであるがそれに謝して大津

君は食餌の胃内停滞・時間が生理的云々と云ふことよりも、胃痛切除後の再護が多い事貫か

ら翻て、出来るだけj貰汎な範園の切1；~，に泊する主「l く術式を改良すべしと主張した。

宮城君も亦fニ食物の胃内停滞時聞が生理的に近いからと云って胃内泊、化も生理的範聞に

近く行はれるとは限らないし、患者の自費症Hたから言へば＇：~i ろ通過の蓮い方がよいと述べ

たことは山法師も；！＇－：－然同感である。従て今後は主として可及的大なる範聞に亙りて胃を切

除すると言ふ方針が胃i:'liの 1；：，~に重要視されるであろう。そして共極限は胃全別／：！＼である。

乳痛で、は何の様iこノj、さなものでも乳腺で部を取り去る、子＂！＇ ri.,¥1で－も亦然り。それでも再

強がある。然るに古癌でも胃痛でも共の首該臓器を全部取ると Ilふ版則ぞ立てた者はカ！判、。

此の机に『外科的に切除する』との方針が痛に向つては語jーではない。これは賀行の難易

がi牟ふからーである。従て胃癌に針する外~4的療法の今伐の行きカ－は食物の生理的滞留時間

などは問題ではなくて如何にすれば安全に胃全別出或は亜全易1J/Hが出来るかと言ふ術式の

研究に進むべきである。

jぷ汎な胃切除の後に結腸後部胃腸吻合を行ふ場合結腸間膜の裂隙会主「l何に仕米するかと

の問題が大津君から提出された。此に封して瀬尾氏は「そんな揚合にはすべて結腸両ii胃腸

吻合を行ふから問題でない」と%へfこ。此などは所謂刷て他を言ふの類で少しも問題の該
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心に踊れて居ない。例へて干fへば「表の入口が破損したがどう fl安叫するか」の相談に「裏

口から出入するから問題でなしリと云ふのと同じである。討論の焦駐が何底に在るかとい

ふ事が理解出来ぬ人や、よしそれがわかつて居ても他の事でそれぞ回避してごまかそうと

する人は討論する資絡の無レ人で‘ある、事術的正義心の無h 、人である。大rt~教授にして此

の如き人あるは遺憾の事で・ある。

横行結腸間膜裂隙を胃後壁へ縫着することが／：1131ミさへすれば問題ではないが胃が萎縮し

て居るとか叉は胃を庚く切除しにとかの時にはそれは出来ぬ、此の括iーな揚合に後横行結腸

胃腸吻合術を行はんとすれば差し嘗り腸間膜裂隙ぞ如何に鹿理すべきかが問題になる。日

本で今日まで随分と多く胃痛切除を行つ仁枝な外科置でも此の賭ぞ一向に論じて居らぬの

は不思議の至りである。濁逸でも注意：を掛って居ぬ様である。瀬尾教授が顧みて他ぞ言つ

にのも無理からぬ次第である。此黙に就ては京都外；flは年来注意ぞ掛って種々な試みぞし

T来fこカ、ら今に何等かの護去があるであろフ。

38.余の胃腸甜子と胃腸吻合法

千葉磐大瀬尾外科瀬尼貞信

演者によりて焼き直ほしぞきれ？こ自動式胃腸縫合鈎子の供覧であったが惜むらくは此器

械ぞ使用しfニ揚合の胃腸壁癒合献態の組織墜的検索が行はれて居なかっfこので‘護表は皐術

的では無い。此ろたき．．にはそれを示し且つ更に臨床治験例をも示すべきである。

胃の断端を縫合する場合に従来は一般に全居（筋肉、粘膜）を縫合して居つにのを全蕨

して術式的に最初粘膜t：けを縫合し共後に紫波脱筋居の縫合を行ふベしと言ふのは京都外

科の主張で先午の外科皐舎で詳細に殻去されに。今度大津助教授が杢居を縫合する瀬尾氏

の器械使用の方針に謝して粘膜縫合と筋居縫合とを原則的に別々に行ふべきことを主張し

に、所が瀬尾教授は「そんな事は自分は二、三十年前に行った云々」と述べfこ。ニれは丁

度乃公も『二十年古1iに既に卒座開胸術を行つfこ云々』と遁べfこのと同ーの筆法である。二

三十年前に行つにと言ひながら今日は最早それを行って居らす矢張り断端の全j吾ぞ金属線

で結節縫合する方針を遁べて居るのであるから二、三十年前iに行つにと言ふのは結局『私

は二、三十年前から今日まで何等の皐術的根協も認識も無しにfニジ「ぷ、ンヤリ j胃を縫っ

て居ります』と自白したものである。叉縫合法ごと云々上るに際して組織的の研索も無く大

津助教授からの組織的検索を示せと云ふ討論に封して徒らに他事を云ひ論馳を回避せんと

しfこ見苦しし、態度は非常に目；，・，：って居－tこ、何故に此縫合法の優るかと云ふ事ぞ論歩、るには

大津助教授が先年の皐舎で護去し大様に組織標本の上で謹明しなければなるまb、。

39.胃癌の瞳質的検査の意義に閲する臨床的勉lζ賓験的研究

金i率磐大石川外科橘 同一 工

’';TC i=i 
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演者の言ふ癌護生と惜質との開係、夫れは無論あるかも知れぬし叉あるでもあろう。が

要するに之は大問題である。演者の貫験例教は頗る貧弱で此の様なものを持ち出すのは早

過ぎる。半分品が喰って居るカ、も知れぬ様な未熟の出柿をE寄り出しfこ版なもので却って店

の信用を悪くする基である。演旧君の苦言は頗る肯繋に首って居る。

47.卒塵開胸術の下に行はれたる肺稜結の手術的療法に就て

吉
薫
穆

田浩
田貝
生

横
矢
栗

様岡外科

咋年に引蹟いての設六で共成績にも相首見るべきもの、ある事を喜ぶ。卒座開胸術を局

所麻酔j法の下で－行った症例は従来吾園でほっほつ記載せられて居り山法師も敷例の経験が

あるがそれに就ては演者と全然同じ感想を抱くものである。但し演者の行って居る術式中

京府大

肋間動静脈（質1；~~上には肋開示［1粧をも合むことがある）のt自殺は術式の一部としては必ら

す－しも必要では1！！~く成るべくならば避けた方がよかろう。叉、横隔膜神経の切断も出来得

べくんば差樫へ共代りに一時的鹿挫法を採用しfこらどうかと思ふ。尤も一部に於て歴挫せ

られに市1[1経が果してどれ位の期間で‘機能令恢復するかは今後の研究題目ではあるが、治療

法の理想fこる Sanatioad integrumから言て永久に横隔膜宇部を厚費用に蹄せしむるに忍び

ない気がする。向演者矢田貝君は徐りに能掃過ぎて一々の言語を聞き分けるのに骨が折

れた。今少し悠くりと明瞭に話せるやう卒素から練習して欲しいものである。折角の立波

な業紅（に針しであれでは誠に惜しい。

48.胸部交感神経節獄索切除術に就て

連

交感神経外科に多大の貢献をもっ演者は今叉胸部交感神経節j伏索切除術に成功して夏に

共の趨感範園を憤大しにことは日本外科準の潟、慶賀すべき事である。今後50年位経過し

てから今日の田代名春教授や或は近藤名稗教授に匹敵する松な元売さが「 日本外科墜蛮遠の

回顧」を真面目にそして忠賞に講演することがありとしにならば大津君の此の手術等など

は黙過され得ぬもの、一つであらう。ノj、j津君の討論によると数年filj外固で肺結核に制して

津大京都帝大外科

此手術を行fこものがあるとの事だが吾固ではそれと無関係に無論最初のものであるので異

常の興味ぞ以て傾聴せられた。

腰fl；交感示1[1絞筒AA索切除術の下肢血行に封する効果から考へても此手術が上肢の諸種脱

痘に卓効あるべきことは想像に難くなし、。そして貫際にそれが誼明されt居る。然しそれ

より主ー居奇人の興味を惹くものは、筒、十二指腸潰蕩に針してよ！？；して如何なる効梨ぞ現

；ますかの問題である。今後の研究琵表が待fニれる。向、此手術は肺結核の治療には恐らく

無効なるべしとの！民想の下に、京都府大の諸君から討論があり、 1）、湾、大津雨君がこれに



感答しに。時日ぞ諮し患者を輿へて津山経験会積ませる事は共個人の馬ではなくて結局日

本外科撃の鶏である。

銭雑

此次に版大小津外科からの横隔膜紳粧捻除術の経験に就いての演説があって討論に入つ

たが附大の和！？原君は肺結核に針して所謂胸廓成形術だの肢隔膜刷l経捻除術だのを行ふ事よ

これは同氏が

昨年の外科事曾でも述べ、たことである。ヨたで鳥潟教授も起って「肺結接め外科的療法と言

ふ標題の下で間iそ腔用に蹄せしむる様な外国から輸入した各種の手術を高唱するニとは慎

りも結妓性腹膜炎に封する外科的療法と同じ原則で手術すべきを主張した。

むべきである。此の如き手術は肺結接の療法と言ふべきよりも肺空洞や気管支描張等に針

する療法の一つであって四肢の切断離断に比すべきもので共の手術自信は整E治癒を目的

とする吾；人治療の原則に一致せぬものである。この様な事で外科的に肺結接を治癒せしむ

等揚言するのは考へものである。卒座開胸術が楽に出来るのであるカ、ら肺結核に封しτも

結接性腹膜炎に封して従来行はれ来った外科的治療法に則りて子術ぞ試むべきである』と

附加せられた。此の後で石川昇教授が護言せられたが『摺舌はうまいものだなあ』と思は

せた以外に山法師の脳裏には何物も残り止まらなかった。

56.四肢脱直患者の動脈レ線像に就て、特に其側副血行枝に就いて

民
格
吉

藤
川一
深秀

蔚
一
脚
柳

努藤外科

昨年来演者等の創案になる動脈レ線織影剤（「ロンプル」）を膳用して諸種脱塩に於ける

側副血行枝の献態を検索したもので撮影の鮮かなことでは天下一品の賛辞ぞ体けるに臨時

愛知留大

しない、貫に此方面に於ての貴重な新知見である。演者の不断の熱心と努力とに依って続

々此新しい1噴域が開拓されて行くことは貫に悦ばしいことである。

併し知って居らねばならぬことは「ロンプル jは「リピヨドール」から脱化しにもので

そして血管撮影は此の「リピヨドール Jの路用で既に悌闘で行はれ此の撮影によりて（巾）

閉塞性動脈内膜炎による脱復と（乙）動脈栓塞による脱痘とが明白に艦別され共の閉塞部

位や副血行の護生欣態なども研究されて居ったことである。例へば J.A. Sicard et J. Fore-

Diagonostic et Therapentique par le Lipiodol, l¥f附判n1928, p. 244 245, Fig. 42 {I) stier, 

(II）を参照せられると撮影された血管の鮮明な闘が載って居る。副血行の費生も誼明され

て居るし voieretrogradeの蝿影法も掲けてある。『血管J最影剤を改良したこと』と『血管

撮影方法を創案し成功しfここととは無論それぞれ一つの異りたる事項として匝別されねば

ならぬ。これによりて然し蔚勝教授の努力に針する隼敬は少しも狭められるものではない。

穂
作

瑞
英

旧
沖

中
唐

新潟留大外科

（績報j57.特設脱庖の腰薫部X線深部照射療法
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特設脱痘に射して出来る花け非観血的療法で行かうと云ふ演者の主張には山法師も全然

賛成で此原則は軍り特設脱涯にのみと言は歩一切の外科的疾病を治療するに首つで市に必

す引1］るべきものであらうと考へる。 fこだ切らう切らうとばかり考へることは決して賞むべ

きことではない、陸海軍の目的は戦争に非歩して卒和である、外科の目的も亦然り。併し

陸海軍の本領は戦闘の研究であり外科の本領亦然りと先年の曾長演説で漣べられに烏潟教

授の言大いに味ふべきである。それ故lこ徐めに切らぬ方針ぞ固執しすぎる事どけは巌lこ慎

まねばならぬ。

山法師は演者が現に良好の成績を牧めっ、ある事買を甚だ愉快に思ふと同時に、演説の

論旨が倒めて透徹で、態度も公明且つ謙譲で、それで居て些事を忽にせ歩聴衆の綿てに針

して異に朗な感を奥へ得たことぞ特筆するものである。叉此に針する討論者一長大柿部助教

授の態度も演者の此美徳に酬ゆるの用意があったことは十分に観取された。

近＊動もすれば、一方に於て投機的、犬棒式着想の下に寅験成績を殊夏に誇張するかと

思はれる演説がちらほら｜態見し、他方に於ては責名的揚足取に波頭するかの如き討論が示、

ツポツ箆頭して来fこ感がある中iこ模範的の演説振りと模範的の討論振りとを示しにことは

貨に気持がよかっfこ。此HJ；人々となら山法師もすぐ兄弟分になりfこい。此の演説に向つ

ての討論者京都府大の潰田氏（士、紳経の組織，撃的検査を述べて居ったに謝して愛大の務藤

教疫は小痛に障ったらしき口調で「紳経ぞ染色しに結果なんかは後程注意せぬとし、けぬ云

』々と －；_iふ様な一般的討論をしたが再び演田氏から「粛藤教授はどんな利I経染色をなされに

か」との質問が飛んで来fこ。新総教夜黙すること多時ピ JレショウスキーナごけHIて＊tこ。尤

も演田と云ふ人が何でもかでもi1i1j1経染色唯一騎張りで決論しようとするのは不可であっτ
以後徐程注意す可きであろふ。此11寺大津助教疫が rn1x線照射・｜時流血量増加の本態に閉す

る問題を決定するには唯交感紳粧のみを考慮しにのでは手法である、血管描張神経のこと

をも考ふべきである」とて京都帝大の教主で行って居る ！f:.:迎的寅験結果の一端を護表した

のは注目を芯：k、fこ。

宿題韓 血 愛知~大桐原真一

演者多年の組蓄を傾けた大報告である。輸血の1:11，，・川、的世！｜！に聞しては殆んど間然する所

のカ刷、程行届いfこもので宿題指滋者としての責は十二分に果されfこと－；＿＼・てよカ、らう。外科

製曾は真底からJ故意告表し，心底から感謝する弐第である。

報告者i士 1~JJ,:j ）自らす演説用語の平易簡明なことや聾量の配り方の巧なことなど三時間以

上の~l1\iii1で・も徐裕紳々近＊t希なる講演である。それから表に布を用ひたこと、一人の演説

者と同人の表係との呼吸のピツタリと合って居fニニとなど細心な別意の程が窺はれに3

必に見遁してならぬ事は愛知管大外科の~I司教室が平井4から i軍然一家の如くに融和し互に
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切瑳琢~f して居る黙で、此柄題の研究に首っても雨教室員が躯；て此に協力して居る。此の

如きは吾園の大撃中でも僅に二、三指を屈するに過ぎまいが、教室が年々何かしら手肱へ

のある業績を殻表しつ冶あるのも畢党人の和が共ーさドの基をなして居るであらう。立振な

外科教授を得て居ることに射し愛知歯大ぞ祝幅せぬ諜iこはゆかぬ。

宿題に就いて法師望胃の欲を言へば、輸血効果の本態に閲する研究をも加へてほしかっ

fこ。例へば、

1. 輪血の各種臨床的効果は血液中の血清にあるのか血球にあるか或は叉全館としての

血液にあるのであるか。

2. 輸血後の反膳症欣の本態は何か、之を起すものは血液のどの成分であるか。

これが研究されると種々なる疾患に向って治療的に輸血するに際し是非とも「血液」そ

れ自身で無ければならぬか或は強め貯蔵してある『人血清』でも同；様の効果は準らぬカ、が

判り、揚合によれば今後『人I血清』の「ア ンプルレ j入りを用意する ことになるカ、も知れ

ぬ。

如何に健康な人の血液で‘も血中にはいつも種々なものが侵入し得るものである、そして

血中へ侵入しに有害なもの（毒物でも微生物でも）は或特殊のもの（「？ラリヤ」j を除く

他は多くは白血球中に喰憶されて居るし且つ血中での有核細胞はニれ百けで聞して核の成

分が吸牧されると不快作用を起すものであるカ、ら血液を遠心して白血球唐古けを取り除い

にならば或は輸血に原因する不快作用が大に！陸減されるかも知れぬ。こんなことは貫用上

に或は迂遠かも知れぬ。併し研究としτは必要であらう。

此の報告のあるがlに曾長は遁加l討論をやらせてしまった。がこれはあ とで活動窮民があ

るのでその都合上JI:むぞ得なかったのかも知れぬが今後は矢張り宿題報告がすんでから追

加討論々 十分にやらせてそれがすんでから報告者が終結i砕を述べて終りにするといふ段取

りにしてほしい。

畢曾の結尾

本年の接曾では畢曾終了結尾の光景が非常によかっfこ。宿題報告がすむと曾長は報告者

桐原教授に墜曾ぞ代表して公式iこ説掃事を述べ、まfこ本年からきまった三宅奨墜金を共揚て、

壇上で手交 1.• Jニ。曾衆は拍手しτ敬意を去した。これは併し『御袈美として下さった賞興』

の意味でなくて、宿題報告の錦に多大の研究的努力を排つに事に針し『研究費の一部とし

て撃曾から皇上した」といふ意味でありたい。『賞輿」といふのはあまりに事術及び事者に

針して敬意を失って居る様な気がする。

それがすむと曾長は閉舎の商事を~べ、日本外科事曾の高歳を三H品し曾衆亦fこ之に和しfこ。

それがすむと鵡儀に馴れて居らぬ曾衆の一部は退散し様として曾揚がドヤドヤし出しfこ。
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それを制して三宅名容教授が起立し、今度は曾員ぞ代表して曾長連日の持に針し感謝の意

を表した。 それでc第三十二回日本外科皐曾は結了しに。此時曾長の高歳をII~へなかっfニ様

て♂あったが、これは明年カ、ら一つの慣例的雌儀として誰カ、唱へfニ方がよからふ。

認て♂山法制iは今後製舎を如何棋に導き、如何核に改良進歩させるかに就τ二、三の希撃

を述べて紘陰深き庭山堂へ立ち戻らふと思ふ0・

1. ー宿題の選定方法や報告者の決定にほ十分の注意を排ひ大開天馳使の述べ仁枝な意見

を探用する事。

勺 評議員は製曾の健全なる殻展の鼠に今後はモツト骨を折り考へを練り、意見を交換す

べき司王0

3. 純E主主術的演説の中間へ緊張を緩仰する意味で外科に闘する昔話とか、経験談とか、失

敗談とか誤診談とカ、を二十分間位老大家にやって貰ふ事、或は醤耐Iiに必要な法律の話

などぞもやって貰ふ事は忌むべきに非ざる事。

4. 問題以外の討論、謹言例へば（大淳氏に到する瀬尾氏の如き）に刻しては曾長は邸時

注意を促し謹言を差し止むる事。鵡を失しナニる態度及び護言ーを敢てする者亦然り。

5. 具閥的に指摘するに非すして一般的に検査手技を非難するが如きは違法の討論にしt

討論者の恥辱なりと心得ペき事。

6. 必要なくして座長席を退き与さ曾の主宰を他人に依頼するが如きは無責任にして曾長の

3受＋各無き者と心得可~事。

7. 敬服i二作り教室金主宰するが如き人々は努力して製曾へtH席すべき事、 ｝｛れ吾~~jの義

務なりと it:.、何可~事。

8. 市曾最終日にはなるべ く多数同席して終結の儀式を紫んにするニとは按曾を重んじ曾

長を敬する所以で、それが帥ち製替の道ゐ；りと心得百Iき事。

9. i墜曾は聞きつ放しにせす干して各大弓pト干：i敦宅にて作々批判を琵表すべき事、二れが帥

ち準歩向上の矯の大切な仕事なりと自畳すべき事。

我が京大外科が年々歳々必歩外科事曾の記事を護表して今日に及んで居るのは、軍に；！~

~時空免~－02き主面且壬t~5t~困空三ぞを弄L主足る墾タは包＜ ..＿＿＿.ニオ主主主盟塑遵位進主

向上に資する一つの方法であると白促して、義務の概念に掘られて進んてc努力賀行し＊っ

て居る次第である事ば大方の識者にはよく判るであらふ。（完）
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京大新撃士の教室入局式

本年京大卒業新製士の中でかねてから京大外科教室へ這入りたいといふ希望が烏潟、磁

部雨数度の許へ申出でられて居ったが詮簡の結果いよいよそれが許可されて昭和六年三月

二十七日午前十一時字削教授が外科聞書室で此等の諸子へ接見する事になった、此時参集

新署長土は左記の拾名であつに。

石野琢二郎、硲丈維、弘重充、桝井淑、島袋常久、岡本新一、山本彦八、高安彰、字国

和雄、加藤虎之助。

そこで烏潟、犠部雨教授が整列して居る新型・士諸君の二、三尺前の中央へ準み出で前以

て差出されてあっfこ名簿に従ひ名前と本人とを引き合せ一々挨拶された。それから.in潟教

授は大要下の様な心得方を述べられた。

此の外科撃教室ぞ預って居る吾々雨人が相談の結果今度諸君を新fニに教室員として採用

する事に決定しましたので諸君は本日只今から教室の人であります。併し普通よく言はれ

て居る様に諸君は大・撃の撃生の延長として嘗然の纏利で今や外科教室へ這入って来fこので・

は有りません。

入製試験に及第し大畢生となればその大事で教育を受ける樺利がありまfこ教授はその園

家的職責として『定められた課程』に従ひ諸君を教育する義務があったのですが大墜を卒業

して仕舞へばそれで事情みであります。

本日諸君が外科墜を専攻しfこい希望で・教室へ入る事を許されたのは大壊とは全く別問題

で従て決しτ園家が許可しfこのではなくてに古吾々雨名が吾々限りで許可したので有りま

す。此の意味で此の教室は一種の私塾の様なものだと御心得下さい。

愈々教室で稽古を始める様になればまに更に種々な注意も致しますが本日は諸君が教室

員となった第一日で教室の主長との初針面の日でありますから教室といふものに劃Lて両Ii

に漣べ寸こ様な概念を持つ様に心の準備ぞして下さい。

それから此の教室では先代の猪子、伊藤雨教授が相談された結果として甲なり乙なり何

れかのある個人の教室といふ事ではなく軍に京大外科謬教室となって居り、吾々耐人もそ

れに従て今日に至って居りますから諸君も個人的固有詞に支配され？にただ京大外科墜教

室員といふ立揚に在る事を忘れぬ犠にして下さい。そればかりではなく此の教主は整形外

科接数量とも需接の連結があり外科・製教室員は一度は必歩整形外科皐教室員ともなるべき

事に定めてありますから、これも前以て御震知置き下さい。

これで‘鳥潟教授の挨拶がすみたり、時恰も別項所報の如く外科教室の助教段、講師、助

手全部が同時に外科同書室の他の一隅に居り合せfこるにつき鳥潟教授は夏に新車士諸君に

針しそ欠の如く述べられたり。
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『丁度此底に現在教室の中堅となって居る諸君の先輩が居りますが此の機曾に新入諸君

は此等の先輩を見識り挨拶をして置くがよいと思ひます』。

これが終って雨教授先づ退出せられ、それカ、ら各自挨拶を交換して一同退出しfこ。

京大外科準教室の新助手決定

昭和六年三月二十八日、鳥潟、磁部雨教授の命で外科教室の助教授、講師、助手が外科

園芸宝へ招集されfこ。

勿論何の用向きであるのかは誰も知らぬ。

出席者は左の通りであった。

大滞助教授、塚原助教授、由茅講師、青柳講師、巽講師、 寺内講師、猪木講師、山根助

手、赤木助手、藤浪助手。

午前十一時半れ潟、磁部閉教授がjJミられて鳥潟教授から左の様な申付があった。

「今回利1部助手が長崎宮大外科助教授に柴準し助手の位置が一つ空きましにカ、らその候

補者を諸君で無記名投票して下さい、但しこれは前例もある遁りにfご吾々雨人の敦疫の参

考の震であって最大票数ぞ得ナこ人がその佳直ちに助手として採用されねばならぬと言ふ原

則からでは有りませんから申添へて置きます』

開票の結果は次の通りなりき。

踊間副手七票 鬼束副手二票 岡副手ー巣

烏潟教授から「諸君これで用事が督当みましたから」とありて一同退散し仁り。雨教授は連

れ立ちて磁郎教授去に入られたり。

少時にして大津助教授が雨教授の許に呼ばれ幅間三徳氏を新たに助手とする事に決定せ

い吹その手績を取る可き様命ぜられたり。助手、誹師、助教J受などは所謂天下の公器であ

るによって教主内で衆望の揮して居る者が推察される様tこ道が聞かれてゐる事は買に輯母

しい事と言はねばならぬ。




